
れ
た
。
副
毎
Ｎ
国
○
国
目
８
は
、
そ
の
後
そ
の
蔵
品
と
と
も
に
、

①
騨
罠
。
愚
公
夫
人
で
あ
る
巨
騨
§
犀
侭
目
○
斤
留
庁
の
遺
志
に
よ

り
、
の
ｇ
ｏ
ぐ
凹
市
に
奇
贈
さ
れ
、
一
八
九
二
年
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
ア
メ

リ
カ
大
陸
発
見
四
百
年
祭
に
こ
の
館
で
美
術
展
が
開
か
れ
た
が
、
以

後
こ
の
館
は
、
一
般
に
公
開
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

以
上
こ
の
像
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
報
告
す
る
と
と
も

に
、
こ
の
像
に
関
し
て
、
目
胃
乏
の
岸
。
日
①
国
巳
匡
侭
に
あ
る
青
銅

像
の
説
明
文
を
始
め
、
い
く
つ
か
の
文
献
に
、
矛
盾
す
る
記
述
の
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
、
新
た
な
事
実
を
示
し
た
。

な
お
本
像
は
、
極
め
て
写
実
的
に
表
現
さ
れ
て
お
り
、
ジ
ェ
ン
ナ

ー
の
鋭
い
眼
差
し
と
、
幼
児
の
あ
ど
け
な
い
表
情
が
、
美
事
な
対
比

を
な
し
て
、
見
る
も
の
に
深
い
感
動
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

（
大
阪
大
学
微
生
物
病
研
究
所
）

わ
が
国
で
、
諺
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
「
医
は
仁
術
」
な
る
語

句
の
原
典
は
、
中
国
の
も
の
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
宋

代
に
張
杲
の
著
わ
し
た
『
医
説
』
が
、
明
代
に
お
い
て
出
版
さ
れ
る

際
に
康
砺
彬
の
書
い
た
序
文
の
中
に
存
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

蓋
医
仁
術
、
而
安
老
保
幼
防
己
、
済
人
之
道
備
焉
。
さ
ら
に
、
そ

の
倫
理
的
な
面
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
が
、
同
じ
く
明
代
に
著
わ
さ

れ
た
徐
春
甫
の
「
医
本
仁
術
」
（
『
古
今
医
統
大
全
』
巻
三
）
で
あ
る
と

い
わ
れ
て
お
り
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

医
以
活
人
為
心
、
故
日
医
仁
術
。
有
疾
而
求
療
、
不
茜
求
救
焚
溺

於
水
火
也
。
医
当
仁
慈
之
術
…
…
、
従
事
者
可
不
蕊
哉
罐
潅

こ
れ
に
よ
る
と
、
徐
春
甫
の
「
医
本
仁
術
」
の
論
述
は
陸
宣
公
の

論
に
因
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

中
国
に
お
け
る
「
医
は
仁
術
」

の
起
源

山
本
徳
子
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陸
宣
公
（
Ⅱ
陸
贄
、
七
五
四
’
八
○
五
）
は
唐
代
の
政
治
家
で
、
徳

宗
の
時
に
宰
相
と
し
て
活
躍
し
、
文
集
（
『
陸
宣
公
全
集
』
）
が
あ
る
。

の
ち
、
識
言
に
よ
っ
て
忠
州
に
左
遷
さ
れ
た
が
、
そ
の
時
、
土
地
の

人
が
多
く
瘤
疫
を
患
っ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
に
対
す
る
処
方
を
集
め

て
『
集
験
方
』
を
著
わ
し
た
。
新
旧
両
唐
書
の
陸
贄
伝
お
よ
び
新
唐

書
芸
文
志
に
は
『
陸
氏
集
験
方
』
と
し
て
著
録
さ
れ
て
い
る
が
、
宋

史
の
芸
文
志
以
降
に
は
み
ら
れ
ず
、
早
く
散
快
し
た
も
の
の
よ
う
で

あ
る
。と

も
あ
れ
、
「
医
本
仁
術
」
な
る
論
の
根
源
は
唐
代
に
遡
り
、
陸

宣
公
の
文
集
を
考
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か

し
、
『
陸
宣
公
全
集
』
の
中
に
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
関
し
た
論

述
は
見
当
ら
ず
、
巻
首
に
、
後
人
が
、
陸
宣
公
の
「
論
、
数
十
篇
、

ゑ
な
仁
義
に
本
づ
く
」
と
称
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ

る
。
『
集
験
方
』
は
明
代
に
は
存
せ
ず
、
徐
春
甫
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
『
古
今
医
統
大
全
』
の
「
陸
宣
公

衷
方
書
」
に

陸
宣
公
在
忠
州
、
哀
方
言
以
度
日
。
非
特
假
此
以
避
禍
。
蓋
君
子

之
存
心
、
無
所
不
用
其
志
也
。
．
…
：
近
時
士
大
夫
家
蔵
方
・
或
集
験

方
。
流
布
甚
広
。
皆
仁
人
之
用
心
。
：
：
：
予
屡
欲
為
之
、
恨
蔵
書

不
広
。
．
．
…
・
亦
済
物
之
一
端
世
医
説

と
あ
り
、
末
尾
の
『
医
説
』
に
因
っ
て
い
る
と
の
記
載
か
ら
知
ら
れ

よ
う
。
確
か
に
、
同
じ
文
が
『
医
説
』
巻
二
に
「
陸
宣
公
衷
方
書
」

と
し
て
著
録
さ
れ
て
い
る
。
宋
代
の
張
杲
は
恐
ら
く
『
陸
氏
集
験

方
』
を
見
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
陸
宣
公
が
方
言
を
集

め
た
こ
と
に
関
連
し
て
、
右
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
中
で
、
今
時
の
士
大
夫
が
家
に
方
書
や
集
験
方
を
蔵

し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
こ
と
は
、
仁
人
の
心
を
用
い
る
こ

と
だ
と
い
い
、
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
に
処
方
集
を
備
え
て
い
る
も
の

は
、
仁
を
好
む
士
で
あ
る
、
と
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

好
仁
之
士
、
有
済
物
之
心
、
或
蓄
一
験
方
、
或
有
一
奇
薬
。
．
：
．
：

（
『
医
説
』
・
「
施
薬
」
）

医
者
に
対
し
て
は
、
慈
仁
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
。
す

な
わ
ち
、

医
者
不
可
不
慈
仁
、
不
慈
仁
則
招
禍
一
「
蔀
評
訶
癖
」
一

と
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
医
者
の
治
療
の
状
態
に
つ
い
て
、
「
医
者
は
、

人
身
の
疾
苦
を
我
れ
と
同
じ
に
思
っ
て
対
処
し
・
：
…
。
貴
賎
・
貧
富

に
関
わ
ら
ず
、
人
を
救
う
こ
と
を
心
せ
よ
。
人
の
急
に
乗
じ
て
財
を

求
め
る
の
は
用
心
不
仁
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

（64） 206



医
者
当
自
念
、
云
人
身
疾
苦
与
我
無
異
、
。
：
：
…
・
勿
問
貴
賤
、
勿

択
貧
富
、
専
以
救
人
為
心
。
…
…
乗
人
之
急
、
故
意
求
財
、
用
心

不
仁
。
（
「
医
以
救
人
為
心
」
）

こ
の
よ
う
に
、
徐
春
甫
の
仁
術
論
の
基
づ
く
と
さ
れ
る
陸
宣
公
論

か
ら
『
医
説
』
に
遡
っ
て
み
て
い
っ
て
も
、
医
は
仁
術
な
る
こ
と
を

説
い
た
も
の
は
見
当
ら
な
い
。

で
は
、
医
は
仁
術
、
と
説
く
の
は
、
や
は
り
、
明
代
に
端
を
発
す

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
否
、
こ
こ
に
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
、

『
医
説
』
の
康
凋
彬
の
序
文
に
対
し
て
肱
の
存
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。

南
宋
の
江
晴
の
肱
（
開
帷
三
年
、
一
二
○
七
）
に
よ
る
と
、
人
之
疾

病
、
不
得
尽
其
理
、
而
死
者
亦
衆
、
然
堂
真
無
良
医
耶
、
不
仁
之

心
壊
之
也
、
…
…
季
明
又
能
力
学
以
求
古
人
之
用
心
。
則
凡
有
可

以
広
人
之
聞
見
、
使
其
知
所
趨
避
以
自
免
於
疾
。
与
夫
参
稽
已
験

之
効
、
有
疾
而
自
能
処
其
疾
、
不
為
庸
医
所
誤
。
是
季
明
之
仁
術

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
季
明
（
Ⅱ
張
杲
）
は
、
「
よ
く
勉
強
し
て
古
人

の
用
心
を
求
め
、
聞
見
を
広
く
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
疾
病
を
免
れ

る
こ
と
を
知
り
、
已
験
の
効
を
参
考
に
し
て
疾
病
に
対
処
し
た
。
…

心
壊
之
也
、
…
…
季
明
又
能
力
学
以
半

以
広
人
之
聞
見
、
使
其
知
所
趨
避
以
門

之
効
、
有
疾
而
自
能
処
其
疾
、
不
為
宙

也
。
…
…
其
仁
民
之
心
又
当
如
何
耶
。

…
こ
れ
こ
そ
季
明
の
仁
術
だ
」
と
い
う
。
そ
し
て
、
「
こ
れ
は
民
を

い
つ
く
し
む
心
で
あ
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
「
医
は
仁
術
」
と
い
う
表
現
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
し

か
し
、
「
医
」
と
い
う
言
葉
は
省
か
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
季
明
の

医
者
と
し
て
の
行
為
か
ら
は
、
当
然
、
医
は
仁
術
、
と
い
う
こ
と
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
明
代
に
お
い
て
出

版
さ
れ
る
際
に
、
『
医
説
』
の
本
文
と
賊
と
を
併
せ
読
ん
だ
で
あ
ろ

う
康
砺
彬
が
、
序
文
を
書
く
に
当
っ
て
「
医
は
仁
術
」
な
る
語
句
を

用
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
考
え
ら
れ
る
の
は
、
「
医
は
仁
術
」
に
つ

い
て
の
起
源
は
、
唐
代
を
経
た
宋
代
に
求
め
ら
れ
、
そ
れ
が
、
明
代

に
お
い
て
成
文
化
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

（
枇
浜
市
立
大
学
医
学
部
医
史
学
教
室
）
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